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(57)【要約】
【課題】筒状部材に要求される剛性を低くして、材料コ
ストの抑制および軽量化を図ることができる電子ドラム
を提供すること。
【解決手段】筒状部材２の一端側（図３上側）の開放面
は、打面ヘッド３が張設され、打面ヘッド３のヘッド枠
３１を押さえる金属製の打面フープ４は、連結部６によ
り裏面フープ５に固定され、裏面フープ５に連結された
リムセンサ支持部材７１にはリムセンサ７２が取り付け
られている。打面センサ７４は、リムセンサ支持部材７
１及び打面センサ支持部材７３を介して裏面フープ５に
連結されることで強固に固定されるので、筒状部材２の
材料を自由に選択することができ、材料コストの抑制お
よびタム１００全体の軽量化を図ることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両面が開放する筒状の筒状部材と、その筒状部材の一端に張設される打面ヘッドと、そ
の打面ヘッドの外周縁を押さえる打面フープと、前記筒状部材の他端側に配設される裏面
フープと、その裏面フープを前記打面フープに連結し緊締することにより前記打面ヘッド
を緊張させる連結部と、前記裏面フープ及び前記打面フープの間に配設され前記打面ヘッ
ドに接触して前記打面ヘッドの振動を検出する打面センサとを備える電子ドラムにおいて
、
　前記打面センサは、前記裏面フープに取り付けられていること特徴とする電子ドラム。
【請求項２】
　前記連結部は、内側に螺子部が形成されたパイプ状部材と、そのパイプ状部材の螺子部
に端部が螺合する螺棒とを備え、
　前記打面フープは、外周部分から張り出して形成され前記螺棒の端部が挿通可能な孔部
を有する打面張出部を備え、
　前記裏面フープは、外周部分から張り出して形成され前記パイプ状部材が連結される裏
面張出部を備え、
　前記螺棒は、端部が前記孔部に挿通されつつ前記パイプ状部材に螺合されていることを
特徴とする請求項１記載の電子ドラム。
【請求項３】
　前記打面フープの振動を検出するリムセンサを備え、
　前記裏面フープは、前記リムセンサ及び前記打面センサを固持し金属により構成される
センサ支持部材が連結され、
　前記打面フープ、前記連結部および前記裏面フープは、金属により構成されていること
を特徴とする請求項２記載の電子ドラム。
【請求項４】
　前記裏面フープに連結される棒状または板状の支持脚部材を備えることを特徴とする請
求項１又は２に記載の電子ドラム。
【請求項５】
　前記裏面フープに連結される板状の取付金具固定部材を備えることを特徴とする請求項
１から３のいずれかに記載の電子ドラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子ドラムに関し、特に、筒状部材に要求される剛性を低くして、材料コス
トの抑制および軽量化を図ることができる電子ドラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、種々の電子ドラムが提案されており、これらの中には、例えば、アコーステ
ィックドラムを模したいわゆる電子ドラムがある。この電子ドラムは、打撃による振動を
検出するセンサを備えており、そのセンサの検出信号に基づいて音源を制御して、打撃に
応じた楽音を生成するように構成されている。
【０００３】
　特開２００８－１８６０３６号公報に示される電子打楽器（電子ドラム）は、円筒状の
胴体としてのシェル（筒状部材）の背面側（奏者に向く側の面）の開口部に打面としての
ヘッド（打面ヘッド）が取り付けられ、ヘッドが打撃された際の振動を検出する打撃セン
サ（打面センサ）は、シェルの内側に固定されたフレームに取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１８６０３６（段落[００１５]など）
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した電子打楽器では、ヘッドが打撃された際の振動を確実に打撃セ
ンサに検出させるため、打撃センサを強固に固定して打撃センサとヘッドとの接触状態を
一定に保持しておく必要がある。よって、フレームが取り付けられるシェルには強い剛性
が要求されるので、シェルに使用する材料の選択が制限され、材料コストが嵩むと共に電
子ドラム全体の重量が増すという問題点があった。
【０００６】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、筒状部材に要求され
る剛性を低くして、材料コストの抑制および軽量化を図ることができる電子ドラムを提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的を達成するために、請求項１記載の電子ドラムは、両面が開放する筒状の筒状
部材と、その筒状部材の一端に張設される打面ヘッドと、その打面ヘッドの外周縁を押さ
える打面フープと、前記筒状部材の他端側に配設される裏面フープと、その裏面フープを
前記打面フープに連結し緊締することにより前記打面ヘッドを緊張させる連結部と、前記
裏面フープ及び前記打面フープの間に配設され前記打面ヘッドに接触して前記打面ヘッド
の振動を検出する打面センサとを備えるものであって、前記打面センサは、前記裏面フー
プに取り付けられている。
【０００８】
　請求項２記載の電子ドラムは、請求項１記載の電子ドラムにおいて、前記連結部は、内
側に螺子部が形成されたパイプ状部材と、そのパイプ状部材の螺子部に端部が螺合する螺
棒とを備え、前記打面フープは、外周部分から張り出して形成され前記螺棒の端部が挿通
可能な孔部を有する打面張出部を備え、前記裏面フープは、外周部分から張り出して形成
され前記パイプ状部材が連結される裏面張出部を備え、前記螺棒は、端部が前記孔部に挿
通されつつ前記パイプ状部材に螺合されている。
【０００９】
　請求項３記載の電子ドラムは、請求項２記載の電子ドラムにおいて、前記打面フープの
振動を検出するリムセンサを備え、前記裏面フープは、前記リムセンサ及び前記打面セン
サを固持し金属により構成されるセンサ支持部材が連結され、前記打面フープ、前記連結
部および前記裏面フープは、金属により構成されている。
【００１０】
　請求項４記載の電子ドラムは、請求項１又は２に記載の電子ドラムにおいて、前記裏面
フープに連結される棒状または板状の支持脚部材を備える。
【００１１】
　請求項５記載の電子ドラムは、請求項１から３のいずれかに記載の電子ドラムにおいて
、前記裏面フープに連結される板状の取付金具固定部材を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１記載の電子ドラムによれば、打面センサは、裏面フープに取り付けられている
ので、筒状部材が剛性の低い材料により構成される場合であっても打面センサを強固に固
定させることができる。よって、筒状部材の材料を自由に選択することができるので、材
料コストの抑制及び電子ドラム全体の軽量化を図ることができるという効果がある。
【００１３】
　請求項２記載の電子ドラムによれば、請求項１記載の電子ドラムの奏する効果に加え、
パイプ状部材は、裏面フープに形成された裏面張出部と打面フープに形成された打面張出
部とを連結するので、筒状部材の外周面を平坦にすることができる。よって、筒状部材の
外周面に覆設され種々の色彩や模様が施されたシート状の外周面カバー部材を交換する際



(4) JP 2010-282157 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

、打面ヘッド及び打面フープのみを取り外すだけで外周面カバー部材を交換することがで
きるので、打面フープと筒状部材とを連結する従来品と比べ、外周面カバー部材を交換す
る際の作業工数を削減することができるという効果がある。
【００１４】
　請求項３記載の電子ドラムによれば、請求項２記載の電子ドラムの奏する効果に加え、
リムセンサが取り付けられる金属製のセンサフレームが裏面フープに連結されると共に、
打面フープ、連結部および裏面フープが金属により構成されているので、打面フープから
リムセンサまでの伝達経路を金属のみで構成することができる。よって、打面フープ（リ
ム）を打撃した際の振動が他の部材に吸収されることを抑制して、その振動を効率よくリ
ムセンサに伝達させることができる。
【００１５】
　また、リムセンサがシェルに取り付けられる場合、シェルの形状、材質または弾性など
により、リムセンサの出力波形がなまって変化しやすくなるのに対し、本発明では、リム
センサが取り付けられる裏面フープが連結部により打面フープに緊締されているので、リ
ムセンサの出力波形のなまりを抑制することができるという効果がある。
【００１６】
　請求項４記載の電子ドラムによれば、請求項１又は２に記載の電子ドラムの奏する効果
に加え、床面から電子ドラムを垂直に立てた状態に支持する支持脚部材が裏面フープに連
結されるので、筒状部材が剛性の低い材料により構成される場合であっても、支持脚部材
を強固に保持することができる。よって、電子バスドラムのように支持脚部材を備える電
子ドラムであっても、筒状部材の材料を自由に選択することができ、材料コストの抑制及
び電子ドラムの軽量化を図ることができるという効果がある。
【００１７】
　請求項５記載の電子ドラムによれば、請求項１から３のいずれかに記載の電子ドラムの
奏する効果に加え、電子ドラムを図示しないドラムスタンド（図示せず）の支持棒に取り
付けられる取付金具を固定するための板状からなる取付金具固定部材が裏面フープに連結
されているので、筒状部材が剛性の低い材料により構成される場合であっても、取付金具
固定部材を強固に保持し、電子ドラムをドラムスタンドに確実に固定させることができる
。よって、タムのように取付金具固定部材を備える電子ドラムであっても、筒状部材の材
料を自由に選択することができ、材料コストの抑制及び電子ドラムの軽量化を図ることが
できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施の形態におけるタムの斜視図である。
【図２】タムの内部構成を示す斜視図である。
【図３】図１のＩＩＩ‐ＩＩＩ線におけるタムの側断面図である。
【図４】図３のＩＶ部分における連結部の拡大図である。
【図５】第２実施の形態におけるバスドラムの斜視図である。
【図６】バスドラムの内部構成を示す背面図である。
【図７】第３実施の形態におけるバスドラムの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、添付図面を参照して説明する。まず、図１
を参照して、タム１００の外観構成について説明する。図１は、本発明の第１実施の形態
におけるタム１００の斜視図である。
【００２０】
　タム１００は、打撃用のスティック等を使用して演奏する電子打楽器であり、打撃によ
る振動を検出する後述する打面センサ７４及びリムセンサ７２（図２参照）を備えている
。図示しない楽音装置は、打面センサ７４及びリムセンサ７２の検出信号に基づいて音源
を制御して、打撃に応じて楽音を生成するように構成されており、その生成された楽音は
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、アンプ装置を介して、スピーカ装置から放音される。
【００２１】
　図１に示すように、タム１００は、両端が開放される筒状の筒状部材２と、その筒状部
材２の一端に張設され打撃面となる打面ヘッド３と、その打面ヘッド３の外周縁を押さえ
る円環状の打面フープ４と、筒状部材２の他端側に配設される裏面フープ５と、その裏面
フープ５及び打面フープ４との間を連結し緊締することにより打面ヘッド３を緊張させる
連結部６と、図示しないドラムスタンドの支持棒に取り付けられる取付金具８とを主に備
えて構成されている。
【００２２】
　次に、図２を参照して、タム１００の内部構成について説明する。図２は、タム１００
の内部構成を示す斜視図であり、タム１００のうち、筒状部材２、打面ヘッド３及び打面
フープ４を取り外したものである（図１参照）。
【００２３】
　図２に示すように、裏面フープ５の内周部分には、金属製のリムセンサ支持部材７１が
ボルトにより固定され、リムセンサ支持部材７１の上面側中央部には、打面フープ４（図
１参照）の振動を検出するリムセンサ７２が取り付けられている。また、リムセンサ支持
部材７１の中央部には、断面コ字状の打面センサ支持部材７３がリムセンサ７２を跨いで
固定されており、その打面センサ支持部材７３の上面には、打面ヘッド３（図１参照）の
振動を検出する円錐台形状からなる打面センサ７４が取り付けられている。
【００２４】
　なお、取付金具８は、断面Ｌ字状からなる取付金具固定部材８１の一面側に固定されて
おり、取付金具固定部材８１の他面側は、裏面フープ５の内周部分に固定されている。よ
って、筒状部材２の剛性が低い場合でも、タム１００をドラムスタンドに確実に固定させ
ることができる。
【００２５】
　次に、図３及び図４を参照して、タム１００の詳細構成について説明する。図３は、図
１のＩＩＩ－ＩＩＩ線におけるタム１００の側断面図であり、図４は、図３のＩＶ部分に
おける連結部６の拡大図である。
【００２６】
　図３に示すように、打面ヘッド３は、外周縁が円環形状からなるヘッド枠３１に保持さ
れており、ヘッド枠３１は筒状部材２の外周に嵌装されている。打面フープ４は、円環形
状からなる金属製の部材であり、外周部分から張り出して形成された打面張出部４１を周
方向等間隔に６つ備えている。また、図４に示すように、打面張出部４１には、第１螺棒
６２の第１係合部６２ａの外径より大きく第１係止部６２ｂの外径より小さい第１孔部４
１ａが穿孔されている。
【００２７】
　裏面フープ５は、円環形状からなる金属製の部材であり、外周部分から張り出して形成
された裏面張出部５１を備えている。また、裏面張出部５１は、裏面フープ５の外周部分
に周方向等間隔に６箇所形成されている（図１参照）。
【００２８】
　図３に示すように、筒状部材２の一端側（図３上側）の開放面は、打面ヘッド３が張設
され、筒状部材２の他端側（図３下側）の開放面は、裏面フープ５の内周部分に固定され
た円盤状の裏面カバー９により塞がれている。また、打面ヘッド３のヘッド枠３１を押さ
える金属製の打面フープ４は、連結部６により裏面フープ５に固定され、裏面フープ５に
連結されたリムセンサ支持部材７１にはリムセンサ７２が取り付けられている。
【００２９】
　ここで、打面フープ４、連結部６、裏面フープ５及びリムセンサ支持部材７１はすべて
金属で構成されている。よって、打面フープ３が打撃された際の振動が吸収されることを
抑制しつつリムセンサ７２に効率よく伝達させることができる。さらに、打面フープ４の
振動がリムセンサ７２に伝達されるまでの伝達経路となる連結部６が周方向等間隔に配設
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されているので、打面フープ４の打撃された場所にかかわらず、打面フープ４の振動をリ
ムセンサ７２へ均等に伝達させることができる。また、リムセンサ７２が筒状部材２に取
り付けられる場合と比べて、リムセンサ７２の出力波形のなまりを抑制することができる
。
【００３０】
　また、打面センサ７４は、上端部分が打面ヘッド３に接触するように位置決めされてい
る。打面センサ７４は、リムセンサ支持部材７１及び打面センサ支持部材７３を介して裏
面フープ５に連結されることで強固に固定されるので、筒状部材２の剛性に関係なく打面
ヘッド３を打撃した際の振動が確実に打面センサ７４に検出される。従って、筒状部材２
の材料を自由に選択することができ、材料コストの抑制およびタム１００全体の軽量化を
図ることができる。さらに、打面センサ７４は裏面フープ５に固定されるので、打面セン
サ７４が筒状部材２に取り付けられる場合と比べて、打面センサ７４と打面ヘッド３との
位置精度が確保されると共に、打面センサ７４は打面ヘッド３が打撃された際の振動を安
定的に検出することができる。
【００３１】
　図３又は図４に示すように、筒状部材２は、打面フープ４と裏面フープ５とにより挟持
固定されており、筒状部材２の外周面にはシート状の外周面カバー部材２１が覆設されて
いる。種々の色彩や模様が施された装飾用の外周面カバー部材２１で筒状部材２の外周面
を覆うことにより、演奏者の好みの色彩や模様を筒状部材２に付すことが可能となる。
【００３２】
　ここで、外周面カバー部材２１の一側縁は、裏面フープ５と筒状部材２の外周面との間
に差し込まれている。これにより、外周面カバー部材２１を筒状部材２の外表面に貼着す
ることなく固定できる。また、パイプ状部材６１から第１螺棒６２を取り外すことにより
打面フープ４及び打面ヘッド３を取り外せば、筒状部材２の外周面を遮る部材が何もなく
なるため、外周面カバー部材２１の一側縁を裏面フープ５と筒状部材２の外周面との間か
ら引き抜いて、外周面カバー部材２１を筒状部材２から取り外すことができる。これによ
り、外周面カバー部材２１を筒状部材２の外周面に簡単に装着させることができ、筒状部
材２の外周面を好みに応じて装飾できる。さらに、外周面カバー部材２１の装着を簡単に
するための加工を必要としないため、製造コストの増加を抑制することができる。
【００３３】
　また、外周面カバー部材２１は、円筒部材２の外周面に装着可能なシート状のものであ
ればよいので、容易かつ安価に製作することができる。なお、演奏者が筒状部材２自体の
色彩や質感を好む場合は、外周面カバー部材２１で筒状部材２の外周面を覆うことは不要
である。
【００３４】
　連結部６は、パイプ状部材６１と、そのパイプ状部材６１の一端で螺子部に螺合する第
１螺棒６２と、パイプ状部材６１の他端で螺子部に螺合する第２螺棒６３とを備えて構成
されている。パイプ状部材６１は、内周面側の一端側に第１螺棒６２が螺合可能な螺子部
が形成された第１ナット状部材６１ａが固着されると共に、他端側に第２螺棒６３が螺合
可能な螺子部が形成された第２ナット部材６１ｂが固着されている。
【００３５】
　第１螺棒６２は、第１ナット部材６１ａの螺子部に螺合する第１係合部６２ａと、その
第１係合部６２ａより外径が大きい第１係止部６２ｂとを備えている。第２螺棒６３は、
第２ナット部材６１ｂの螺子部に螺合する第２係合部６３ａと、その第２係合部６３ａよ
り外径が大きい第２係止部６３ｂとを備えている。
【００３６】
　裏面張出部５１の上面側（図４上側）には、パイプ状部材６１が嵌装可能な凹設部５１
ａが凹設され、凹設部５１ａの略中心部分には第２螺棒６３の第２係合部６３ａの外径よ
り大きく第２係止部６３ｂより外径の小さい第２孔部５１ｂが穿設されている。
【００３７】
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　パイプ状部材６１の他端側は、凹設部５１ａに嵌合されており、第２螺棒６３は、第２
係合部６３ａが第２孔部５１ｂに挿通されつつ第２ナット部材６１ｂに螺合され、第２係
止部６３ｂが裏面張出部５１に係合されている。これにより、第２螺棒６３はパイプ状部
材６１の他端に螺着され、パイプ状部材６１は裏面フープ５に固定される。
【００３８】
　なお、第２ナット部材６１ｂの外形を多角形状にすると共に第２ナット部材６１ｂの端
部がパイプ状部材６１の他端側から突出するように第２ナット部材６１ｂを固着し、パイ
プ状部材６１の他端および第２ナット部材６１ｂの端部が嵌合可能な形状に凹設部５１ａ
を形成することで、凹設部５１ａに嵌合された第２ナット部材６１ｂの端部が凹設部５１
ａ内で回転することを防止し、第２螺棒６３を第２ナット部材６１ｂにより確実に固定さ
せることができる。
【００３９】
　また、第１螺棒６２は、第１係合部６２ａが第１孔部４１ａに挿通されつつ第１ナット
部材６１ａに螺合され、第１係止部６２ｂが打面張出部４１に係合されている。第１螺棒
６２を第１ナット部材６１ａに緊締することにより、打面フープ４は打面張出部４１側に
引き付けられ、打面ヘッド３を緊張させることができる。
【００４０】
　次に、図５及び図６を参照して、第２実施の形態におけるバスドラム２００の外観構成
について説明する。第１実施の形態では、タム１００が取付金具８により図示しないドラ
ムスタンドの支持棒に取り付けられることにより固定されるのに対し、第２実施の形態で
は、棒状または板状の支持脚部材２１０がバスドラム２００を垂直に立てた状態にして床
面から支持する。なお、前記した第１実施の形態と同一の部分には同一の符号を付して、
その説明を省略する。
【００４１】
　図５は、第２実施の形態におけるバスドラム２００の斜視図であり、図６は、バスドラ
ム２００の内部構成を示す背面図である。なお、図６は、バスドラム２００のうち、筒状
部材２、打面ヘッド３及び打面フープ４を取り外したものである（図１参照）。バスドラ
ム２００は、図示しないフットペダルにより打面ヘッド３（図示せず）を打撃して演奏す
る電子ドラムの１つである。
【００４２】
　図５に示すように、裏面カバー２０９の表面には、複数の小さい突起が形成されると共
に、裏面カバー２０９は僅かに表面側に湾曲している。これにより、バスドラム演奏時に
裏面カバー２０９が照明に照らされた場合、照明の光が一方向に反射されず分散されるた
め、裏面カバー２０９に対向してバスドラムの演奏を鑑賞する観客へ照明の反射光が集中
することを防止できる。また、裏面カバー２０９と裏面フープ２０５との間は僅かに隙間
が形成されており、打面ヘッド３の打撃により振動する筒状部材２内の空気をその隙間か
ら逃がすことにより、打面ヘッド３に生ずる打撃音の音量を小さくすることができる。
【００４３】
　図６に示すように、打面センサ支持部材２７３は、裏面フープ２０５に連結されており
、打面センサ支持部材２７３の上面には、打面センサ７４と共にポリウレタン・スポンジ
等の弾性部材から構成される緩衝部材２７５が取り付けられている。緩衝部材２７５は、
打面ヘッド３が打撃された際の振動を吸収することで打面ヘッド３の過度の振動を抑える
ものである。
【００４４】
　図５に示すように、支持脚部材２１０は、棒状からなる２本のレッグ２１１と、板状か
らなるスタンド２１２とを備えている。レッグ２１１は、長手方向に伸縮可能に構成され
ており、レッグ２１１の一端は、円柱状のレッグ支持部材２１１ａの一端側で回転可能に
軸支されている。レッグ２１１の長手方向の長さ及び回転方向の位置を調整することによ
り、電子ドラム２００を床面から安定的に支持することができる。
【００４５】
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　一方、図６に示すように、レッグ支持部材２１１ａの他端側には、Ｌ字状からなるレッ
グ連結部材２１１ｂの一面側が固定されている。また、レッグ連結部材２１１ｂの一面側
がレッグ支持部材の他端側に固定されると共に、レッグ連結部材２１１ｂの他面側が裏面
フープ２０５の内周部分でボルトにより固定されている。
【００４６】
　図５及び図６に示すように、スタンド２１２は、断面コ字状に形成され、中央部分が打
面ヘッド３（図示せず）側から裏面カバー２０９側へ凹設されている。これにより、図示
しないフットペダルにより打面ヘッド３を打撃する際におけるペダル部分の可動域が確保
されるので、フットペダルを打面ヘッド３の打撃に適した位置に配置することができる。
【００４７】
　スタンド２１２は、一端面側には床面に接地される接地面が形成されると共に、他端面
側は筒状部材２の形状に合わせて円弧状に形成されている。スタンド２１２の他端側には
、Ｌ字状からなる２つのスタンド連結部材２１２ａが固定されている。また、スタンド連
結部材２１２ａの一端側がスタンド２１２の他端側に固定されると共に、スタンド連結部
材２１２ａの他端側が裏面フープ２０５の内周部分でボルトにより固定されている。
【００４８】
　上記のように、レッグ２１１及びスタンド２１２は、裏面フープ２０５に連結されてい
るので、筒状部材２が剛性の低い材料により構成される場合であっても、支持脚部材２１
０を強固に保持することができる。よって、筒状部材２の材料を自由に選択することがで
き、材料コストの抑制及びバスドラム２００の軽量化を図ることができる。
【００４９】
　なお、裏面フープ２０５を成形する際に、裏面フープ２０５の内周部分にレッグ連結部
材２１１ｂ及びスタンド連結部材２１２ａが嵌合可能な凹部分を形成することで、レッグ
連結部材２１１ｂ及びスタンド連結部材２１２ａを裏面フープ２０５に固定する際の位置
決めを容易にすることができる。さらに、筒状部材２に孔あけ加工してレッグ２１１及び
スタンド２１２をボルトにより固定する場合と比べ、レッグ２１１及びスタンド２１２を
的確な位置に配設することができるので、支持脚部材２１０の位置精度を確保することが
でき、バスドラム２００を床面に安定して設置することができる。
【００５０】
　次に、図７を参照して、第３実施の形態におけるバスドラム３００について説明する。
第１実施の形態では、筒状部材２が打面フープ４及び裏面フープ５に挟持固定されている
のに対し、第３実施の形態では、筒状部材３０２が打面フープ４及びパイプ状部材６１に
より固定されている。なお、上記した第１実施の形態および第２実施の形態と同一部分に
は同一の符号を付して、その説明は省略する。
【００５１】
　図７は、第３実施の形態におけるバスドラム３００の分解斜視図である。図７に示すよ
うに、筒状部材３０２の外周面には、その外周面から外へ張り出す筒張出部３０２ａが周
方向等間隔に６つ取り付けられ、筒張出部３０２ａには第１ナット部材６１ａが挿通可能
に形成された挿通孔３０２ｂが穿設されている。筒張出部３０２は、挿通孔３０２ｂに第
１ナット部材６１ａを挿通させつつパイプ状部材６１に載置されている。
【００５２】
　打面ヘッド３を筒状部材３０２の一端に張設し、第１螺棒６２を第１ナット部材６１ａ
に緊締させる際、打面フープ４が打面張出部４１側に引き付けられると共に、筒張出部３
０２ａはパイプ状部材６１に支持されるので、打面ヘッド３を緊張させることができる。
よって、筒状部材３０２の軸方向の長さを短くして、材料コストの抑制およびバスドラム
３００の軽量化を図ることができる。
【００５３】
　以上、実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であること
は容易に推察できるものである。
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【００５４】
　例えば、上記各実施の形態では、連結部６が周方向等間隔に６つ配設される場合を説明
したが、必ずしもこれに限られるものではなく、等間隔に５つ以下または等間隔に７つ以
上配設されていてもよい。
【００５５】
　上記各実施の形態では、電子ドラムの例としてタム１００及びバスドラム２００，３０
０の場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、スネアドラムに応用する
ことも可能である。
【００５６】
　上記第１実施の形態では、取付金具８は、断面Ｌ字状からなる取付金具固定部材８１の
一面側に固定されており、取付金具固定部材８１の他面側は、裏面フープ５の内周部分に
固定されている場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、取付金具固定
部材８１が断面Ｉ字状からなる平板状の部材であり、その一端側を裏面フープ５の内周部
分に固定し、他端側の上面に取付金具８を固定する構成としてもよい。また、取付金具８
と取付金具固定部材８１とが一体に構成されていてもよい。
【００５７】
　上記第１実施の形態では、裏面フープ５に連結されたリムセンサ支持部材７１にリムセ
ンサ７２が取り付けられている場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく
、打面フープ４の振動の検出が不要の場合は、リムセンサ７２を備えていなくてもよい。
なお、第２実施の形態および第３実施の形態におけるバスドラム２００，３００がリムセ
ンサを備えていないことはいうまでもない。
【００５８】
　上記第２実施の形態及び第３実施の形態では、支持脚部材２１０が棒状からなる２本の
レッグ２１１と、板状からなるスタンド２１２とを備えている場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではなく、支持脚部材２１０がレッグ２１１のみ又はスタンド２１
２のみを備えていてもよい。また、支持脚部材２１０が３つ以上のレッグ２１１を備えて
いてもよく、３つ以上のスタンド２１２を備えていてもよい。
【００５９】
　上記各実施の形態では、打面センサ７４がリムセンサ支持部材７１又は打面センサ支持
部材７３，２７３を介して裏面フープ５，２０５に連結される場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではなく、打面センサ７４が直接裏面フープ５に取り付けられてい
てもよく、金属で構成される他の部材を介して連結されていてもよい。
【００６０】
　なお、請求項１における「前記打面センサは、前記裏面フープに取り付けられている」
という文言は、打面センサ７４がリムセンサ支持部材７１又は打面センサ支持部材７３，
２７３を介して裏面フープ５，２０５に連結される場合も、打面センサ７４が裏面フープ
５，２０５に直接連結される場合も含む趣旨である。
【符号の説明】
【００６１】
１００　　　　　　　　　タム（電子ドラム）
２，３０２　　　　　　　筒状部材
３　　　　　　　　　　　打面ヘッド
４　　　　　　　　　　　打面フープ
４１　　　　　　　　　　打面張出部
４１ａ　　　　　　　　　第１孔部（孔部）
５，２０５　　　　　　　裏面フープ
５１　　　　　　　　　　裏面張出部
６　　　　　　　　　　　連結部
６１　　　　　　　　　　パイプ状部材
６２　　　　　　　　　　第１螺棒（螺棒）
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６２ａ　　　　　　　　　第１係合部（端部）
７１　　　　　　　　　　リムセンサ支持部材（センサ支持部材の一部）
７２　　　　　　　　　　リムセンサ
７３，２７３　　　　　　打面センサ支持部材（センサ支持部材の一部））
７４　　　　　　　　　　打面センサ
８１　　　　　　　　　　取付金具固定部材
２００，３００　　　　　バスドラム（電子ドラム）
２１０　　　　　　　　　支持脚部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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